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ホンケ村小学校

JADDO新聞第6号でお伝えしたように、ホンii
ケ村小学校へは9月に文房具を届けましたが教科書i:

はまだでしたので10月に相談に行きました。

校長先生のおっしゃるには1年生には国から国語i,
と算数の教科書が届き、1年生の受け持ちの先生にi
は理科、社会、音楽、体育などの教育の方法も指導i
があった。しかし他の学年の先生たちへの指導は無i
かった。現在ほしいのは音楽の教科書だ。というこi

とでした。

音楽の本をこれまで目にしたことがなかったのでi.・:
ビエンチャンに事務所を持つ日本のNGO(民間ボi
ランティア組識)である1盟同宗ボランティアを訪ねi;
ました。聞いたところラオスの音楽の授業とは口伝i
えで歌を醤い覚えることだそうで、音楽の本とは歌1・
詞カードのことだそうです。暫洞宗ボランティアでi

作った歌詞カードをいただいてホンケ小学校へ届けiる子はほとんどいません。そもそも国で作ってい6
ましたei絵本はほとんどが今年から作りはじめたものです。
また、曹洞宗ボランティアに指導をもらいながらi本を読むとその中にすばらしい世界が広がってい

5冊ずつLO種類の絵本、童話、読み物(全てラオiることを知らないのですから、いくら本を届けても

ス語、V「ff洞宗ボランティアやラオスのこどもに絵本i職員室のすみでほこりをかぶるだけです。先生たち
を送る会などの寄付金でラオス文部省が作った。)iにしても、国に読み物がないのですから本をたくさ

をそろえて届けました。iん読んだことのある先生は少ないのです。
絵本等の供与にともなって本のおもしろさを知っi11月2日に曹洞宗ボランティァからプータバン

てもらうために「本の読み聞かせ」もやっていただiさんが読み聞かせにホンケ小学校に来てくださいま
くことになりました。ラオスの子供たちは教科書だiした。1、2年生には虫がくだものを食べていく大

って持っていないのですから家に絵本など持っていiきな絵本とラオスのお伽話でした。虫が果物を食べ
るところでは子供たちがいっ

せいにムシャムシャと声を

合わせたりしてすっかり本の

世界に入りこんでいました。

3、4、5年生にはラオス

の伝説でした。こちらもお話

に合わせてうれしそうにした

り不安げな顔になったりして

いました。

プータバンさんの読み聞か
せのすばらしさに先生たらも

感動していました。これを機
会に子供たちが本を好きにな

ってくれるとうれしいですね



禦種塑、読む人が少。。、書きました諭難羅1膿講峯難
新聞を読む人もほんの一部です。以前わたしがラオ1でいます。長女は始めの1年位は1週間位の滞在を
ス人の知り合いに新聞を買ってきて欲しいと頼んだiしながらのラオス往復を数回繰り返していました。
時、いっの新聞かと聞かれました。iその時ラオスの国が貧しい国(一人当たりGNP
日刊新聞の発行部数1万3千部(1000入あたi200ドル90年)である事と併せて学校環境の

り3部)という記録があります。ただしこれまで1i貧しさを見て、何か私に出来ることはないだろうか
枚(二っ折りして4ページ)だった国営日刊新聞が;?と考えたようです。それを私も聞き知らされてす
このごろ2枚(8ページ)になって商品や会社のコ1ぐ賛同し、会員となり協力する事になりました。
マーシャルが載っているのに気付きました。たぶんiラオスの子ども達の学校教育環境をよくするため
発行部数も増えていることでしょう。iに、組織を作りたいと、呼びかけましたら、長女の

でも国中どこでも、誰でも、毎目、新聞が読めるi出身高校、大学の同窓生、当地青年会議所会員、.私
ようになるのはかなり先のことでしょう。iがかかわっております事業所の職員そして家族達、
・……一・…一・一一・…・一・・・・・…一・・・・・・……・・・・・・……………・……-i百余名の賛同を得てJADDOの組織が結成されま

九州郵政局主催国際貢献講演会
10月6日(国際ボランティアの日)に

山形屋にて国際貢献講演会がありJADDOに講演iと答えたくなる事からつけられたのです。
の依頼が来ました。会長の帖佐はラオス滞在中でしi92、93年度は会員の協力によりドンカラム村
たのでかわって若松郁子監査役が講演しました。iの小学校の校舎補修、文房具供与をして井戸掘は川
ちょうど9月末にラオス訪問をしたところだったi内川内青年会議所の寄付金で出来ました。今年度は

のでその体験を帖佐からの報告と併せて講演しましiボランティア貯金の寄付金の配分金を頂きまして有
た。スライドも用意していたのが会場の都合で使えiりがたい事でした。更にタラート村の小学校に文房
ず残念だったそうですが多くの方が興味深く聞いてi具供与を行い、リトルドクタープログラム(衛生教
くださったようです。i育を子ども達にする事により、子どもを通じて両親
国際ボランティア貯金の配分を受けている鹿児島i教育を行なう)など、すすめています。

県のもうひとつのボランティア組織FesしaTDi私は、本年9月に1週間ばかりラオスに行く機会
の活動報告もあったそうです。'iを得まして、その援助している小学校を訪ねました
'講演することが決まったのが10月2日だったたi実際に見る学校環境は予想以上に貧しさと言いまし

めに会員の皆様にはご連絡できずに失礼いたしましiようか、教育関係の整備だけでなく、生活面までも
た。iまだまだどうしようもない状態でした。校舎は土間

一・一…一・・・・・…一・・…・{づくりで壁や扉が付いていたら立派な方で机や椅子

iした。

i組織の名称JADDOは、鹿児島県人ならジ》イ
鹿児島;カ(そうですか)と聞くと、ジャッド(そうです)

関する作文の募集もありました。

若松郁子監査役はこの作文募集に応え、応募しま

した。原稿が届きましたのでごらんください。

 国際ボランティア貯金の日とはi藁左蕊繁号暮崖饗温含愁楚ρ撰9皆塔暴ゑ量島薯崔
開発途上地域の人々の福祉の向上と国民参加によiた。校庭は、でこぼこで牛の糞や紙屑などあっても

る草の根援助によって平和で安定した国際社会の実i平気で過ごしている有様です。水道設備など全くな
現に貢献するため、平成3年1月から国際ボランテiく井戸もありません。トイレは確認できませんでし

イァ貯金の取り扱いが開始されました。iたが、状況からして設置されていないと推定されま
また、この貯金の創設を記念して郵政省では10iす。教科書はこの頃世界銀行の援助で少しずっ整っ、

月6日を「国際ボランティZ貯金の日」と設定しまiてきているとの事でしたが、今のところ先生達に教i
した。この日にちなみ上記講演会の他、国際協力にi科書を使った授業法を教育中の由です。学校は2部。

国際ボランティア貯金を通しての国際貢献

若松郁子

国際ボランティアという言葉はよく見聞きする事i援助事業となり、その地域の文化を壊すことなく、
ですが、それを実行する事は、なかなか出来ないもi子ども達の学校環境に援助活動を続けられたらと思
のだと思っていました。iっています。更にJADDOの会員が増加し、ボラ
それが長女の発案によって、2年前、JADDoiンティア貯金の意義が浸透されていく事を願ってい

(じゃっど)と言うボランティア組織を結成して、iます。

今では私もその一員として活動の一端を担っているi(注・文中ドンカルム小学校の校舎補修と有ります
のです。この活動のきっかけは、ほんの偶然からでiが今のところ校舎補修はホンケ小学校だけです。届
した。長女の夫は、92'年秋からJ工CA-(ジャイiいた原稿のまま載せました。)

;制になっていて、先生達の最終学歴は小学校卒のよ
iうでした。

iあらためて日本の子ども達は、豊かに育ち立派な
i教育環境に恵まれている事を思います。私達日本人
iの生活の幸せを一層深く感じました。
i函際ボランティア貯金をする事によって、その貯
i金利息の2割が国際援助事業へ配分される事はとて

1も意義深いことです。世界各国でその地域が求める


